
 

 
 

６月２０日（火）に福井市連合音楽会

がフェニックスプラザを会場にして開

かれました。 

市連合音楽会は、実に 4 年ぶりの開

催となりました。市内の同じ小学生の

演奏を聴いたり披露したりすることで

気持ちの良い交流ができました。 

 

  

６月２３日（金）には、校内連音発表会

がありました。１～５年生と保護者の

方を前にきれいな歌声を響かせてくれ

ました。その後、感想交流もできてとて

も有意義な時間でした。                        
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明るく 仲よく たくましく 
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教育目標 

豊かな心を持ち 主体的に学び合い たくましく生きる子の育成 

 

間もなく夏休み 
 

＜急激な天候の変化＞ 

  先週は、福井県でも大雨と猛烈な暑さに見舞われました。北陸地方には梅雨明け宣言はまだ出され

ておらず、このまま夏休みを迎えそうです。 

最近は、ゲリラ豪雨や猛暑など極端な天候変化のニュースをよく見聞

きします。６月には、東安居地区の総合防災訓練がありました。気象の変

化の予測は難しいですが、もしもの時にどうするかについて、ご家庭や地

域で話し合っておくことが大切です。安全な夏休みを過ごすためにも、今

一度確認しておくと良いのではないかと思います。 

 

＜夏休みの宿題と生成ＡＩ＞ 

最近、生成ＡＩの進歩がめざましく、特に対話型人工知能ＡＩといわれている

「ＣｈａｔＧＰＴ」の話題が増えています。私はまだ使ったことはないのですが、あ

たかも人間と自然に会話しているかのような反応があり、文書作成や翻訳、素

案作など活用が広まっているそうです。 

ニュースでは、作文などの宿題でＡＩがつくった作文をそのまま提出したりする問題が話題になって

います。大変便利なものだとは思いますが、あくまでも「道具」です。要は、使い手がそのメリット・デメリ

ットを正しく理解したうえで使う必要があります。そもそも、宿題は子供たちの力を伸ばすためのもので

す。宿題は大変ですが、「何のための宿題か」を理解して取り組んでいってほしいものです。 

 

 

 



 

 
 

６月１７日（土）に、公民館主催のモルック大会が開かれ

ました。大会には、ゆるモルック協会福井支部の方々が指

導に来られました。その際、本校にモルッカーリを寄贈し

ていただきました。家族や友人同市のグループで競技を行

い大変盛り上がりました。秋にも開催されるようなので、

参加して楽しみましょう 

 

 

 

 
 

６月は、食にまつわる学習が多く見られました。ＰＴＡでは、６月８日（木）に給食試食会

を行い、給食の位置づけや内容について保護者の理解を求めました。また、児童には栄養教諭

の指導ものと食育を行い、栄養バランスだけでなくかむことに大切さについて学んでもらいま

した。また、野菜の収穫を通して食について考える機会もありました 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PTA 給食試食会】     【食教育の授業】      【野菜の収穫体験】 

 

 
 

水泳の授業では、水に顔をつけたり、潜ったり、泳いだりする指導だけでなく、水の危険性

についても学習しました。服を着たまま水に入ると思うように動けない体験することで、その

危険性や対応について学びました。また、水に浮く経験もしましたが、小学生ではなかなか上

手に浮くことは難しいようです。まずは、水の事故に遭わないようにすることが大切ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜歩く＞          ＜浮く＞       ＜ペットボトルで浮く＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１日（日）に PTAの資源回収が行われました。 

厚生部と役員の方々が学校に集合し、回収作業をしました。

雨が降りカッパを着ながらの作業で大変でしたが、たくさんの

古紙やアルミ缶が集まりました。ご協力ありがとうございまし

た。次回もよろしくお願いします。 



 


